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いせ志穂 

盛岡市議会議員

（市民会議）

お手伝いください
　いせ志穂事務所と市民会議はボランティアとカンパで運営されて
います。このニュースを知人に見せてください。ポスティングなど
お手伝いいただける方は、ぜひご協力をお願いします。

カンパのお願い
　議員歳費の多くを活動につぎ込んできましたが、やるべき事が増える一方、議
員歳費を減額。それにともない赤字が続いています。このご時世大変心苦しいお
願いですが、カンパもよろしくお願いします。
郵便振替口座　02230-8-52327　伊勢志穂
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治
�
�
�
�
�
��

格
差
拡
大

　

私
は
、
格
差
の
是
正
・
官
僚
主
義

の
打
倒
・
公
正
な
競
争
・
多
様
性
を

認
め
る
社
会
を
作
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な

が
ら
、
日
本
の

政
治
は
ま
っ
た

く
正
反
対
の
方

向
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
の
『
格
差

社
会
』
は
自
民

党
政
権
の
政
策

で
作
ら
れ
た
も

�

国
家
財
政
�
破
綻
寸
前
�
�
�
�
�
�
理
由
�
�
政
府
�
増
税
�
社
会
保
障
�

切
�
捨
�
�
公
然
�
開
始
�
�
�
�
�
�
�
�
一
方
�
�
�
高
額
所
得
者
�
有
利

�
税
制
�
放
置
�
�
�
�
�
�
�
二
�
�
七
年
�
盛
岡
市
�
�
市
議
選
�
�
�
�
�

�
�
�
�
選
挙
�
�
�
年
�
市
民
�
国
民
�
�
�
�
政
治
�
!!

◆
議
員
の
政
務
調
査
費
領
収
書
添
付
義
務
を
実

現
（
02
年
）
◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
会
の
審
議
状

況
を
公
開
。
議
案
、請
願
へ
の
賛
否
情
報
を
含
め
、

も
っ
と
議
会
も
情
報
公
開
を
す
べ
き
と
主
張
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
規
制
を
断
念
さ
せ
る
（
01
年
）
◆

住
基
ネ
ッ
ト
に
反
対
。
重
大
事
態
の
際
は
切
断
す

る
と
市
か
ら
確
約
を
と
る
（
02
年
）

情報公開

街づくり

�
一
九
六
二
年
盛
岡
市
生
�
�(

44
才)

�
厨
川
小
�
厨

川
中
�
盛
岡
三
高
�
岩
大
教
育
学
部
特
美(

中
退)

岩
手

生
協
�
�
�
�
後
岩
手
�
�
�
�
勤
務
�
99
年
盛
岡
市
議

当
選
�
現
在
二
期
目
�
02
年
岩
手
�
�
�
�
�
設
置
�
願

�
会
結
成
�
参
加
�
現
在
事
務
局
員
�
03
年
市
議
会
会
派
�

議
会
改
革
�
�
�
�
�
結
成
�
03
年
盛
岡
市
長
選
�
斎
藤

◆
議
員
の
政
務
調
査
費
値
上
げ
に
反
対
し
、
実
現
（
01

年
）
◆
マ
リ
オ
ス
へ
の
補
助
金
約
六
億
円
を
中
止
さ
せ

る
（
01
年
）
◆
簗
川
ダ
ム
の
中
止
を
求
め
活
動
、
利
水

事
業
縮
小
達
成
◆
市
職
員
の
給
与
引
き
下
げ
条
例
に

賛
成
、
可
決
（
02
年
）
◆
市
長
の
退
職
金
、
大
幅
減
額

実
現(

03
年)

行財政改革

市
民
参
加
�
改
革
�

�
�
�
�
�
協
働
�
成
果
�
残
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

引
�
続
�
�
要
望
�
�
相
談
�
�
�
気
軽
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

純
�
�
擁
立
�
06
年
城
西
中
�
�
�
会
長
�
全
国
�
無
党
派

議
員
�
連
携
�
�
新
�
�
市
民
�
党
�
�
�
�
�
当
面
�
目
標

�
政
権
交
代
�
05
年
�
�
�
拓
也
氏
�06
年
�
�
�
祐
一
氏
�
神

奈
川
補
選
�
�
�
全
国
�
走
�
回
�
応
援
�
椎
間
板
�
�
�
�

克
服
�
�
�
�
乗
�
�
�
�
�
自
転
車
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
解
消
法
�
入
浴
中
�
読
書
�
菓
子
作
�
�
�
型

伊勢志穂の

あゆみ

◆
肴
町
プ
ー
ル
存
続
運
動
に
協
力
（
00
年
）
◆
八
幡
番

屋
の
望
楼
の
保
存
に
協
力
（
02
年
）
◆
ゾ
ー
ン
バ
ス
・

青
山
新
駅
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
四
千
件
。（
02
年
）

◆
青
山
町
覆
練
兵
場(

05
年)

岩
手
川
工
場
跡
地
（
06
年
）

保
存
に
協
力
◆
市
民
・
行
政
協
働
で
青
山
新
駅
駅
舎

建
設
を
企
画(

04
年
か
ら)

市
民
に
よ
る
レ
ン
ガ
タ
イ
ル

貼
り
を
実
現(

06
年)

◆
車
中
心
の
道
路
建
設
を
改
め
、

歩
行
者
・
自
転
車
交
通
の
充
実
を
要
望
、
盛
岡
自
転

車
会
議
に
参
加(
06
年)

くらし
◆
介
護
保
険
料
の
減
免
を
主
張
（
99
年
）
一
部
実

現
◆
児
童
を
犯
罪
か
ら
守
る
よ
う
公
園
の
剪
定
を

要
望
、
実
現
（
01
年
）
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
設

置
の
た
め
活
動
中
◆
人
質
事
件
の
際
、
イ
ラ
ク
か

ら
自
衛
隊
撤
退
を
求
め
署
名
活
動
（
04
年
）
◆
磐

井
病
院
・
孝
仁
病
院
に
ホ
ス
ピ
ス
設
置
、
ホ
ス
ピ

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
開
催(

06
年)

◆
六
ヶ
所

村
核
燃
再
処
理
工
場
操
業
停
止
を
求
め
る(

06
年)

の
で
す
。（
く
わ
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
の

特
集
記
事
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）
政

治
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
格
差
は
、
政

治
を
変
え
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
は

ず
で
す
。

参
院
選
�
与
野
党
逆
転

�
実
現
�
�
�

　

上
の
表
は
現
在
の
参
議
院
の
議
席

で
す
。
参
議
院
の
与
野
党
逆
転
ま
で

あ
と
19
議
席
。
決
し
て
不
可
能
な
数
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
も
、
参
議
院
で
与
野
党
が
逆
転

し
た
ら
、
予
算
以
外
の
議
案
を
廃
案
に

で
き
ま
す
。

　

日
本
の
国
会
で
は
、
議
案
が
衆
議
院

を
通
過
し
て
も
参
議
院
で
否
決
さ
れ
れ

決
戦
�
二
�
�
七

年

現在の参議院議員議席数

 改選 42

与党勢力　139 野党勢力　103

非改選 60 非改選 61改選 79

ば
、
も
う
一
度
衆
議
院
に
差
し
戻
し
に

な
り
ま
す
が
、
三
分
の
二
以
上
の
賛
成

が
な
け
れ
ば
そ
の
議
案
は
可
決
と
な

り
ま
せ
ん
。（
予
算
の
み
衆
議
院
の
議

決
が
優
先
）
現
在
、
衆
議
院
で
の
与
党

議
席
は
三
分
の
二
以
上
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
乱
発
す
る
と
『
参
院
無
用
論
』

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

強
行
採
決
の
乱
発
は
与
党
に
と
っ
て

『
禁
じ
手
』
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の

で
す
。

　

参
院
選
で
の
与
野
党
逆
転
は
、
憲
法

改
正
や
消
費
税
な
ど
の
税
制
の
変
更

を
は
じ
め
と
し
て
、
重
要
法
案
の
決
定

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

鍵
�
握
�
�
�
市
民

　

政
治
が
大
き
く
変
わ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
選
挙
の
前
後
。
自
民
党
の
暴
走

を
止
め
、
政
治
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

07
年
で
す
。

　

07
年
は
ま
さ
に
大
決
戦
。

　

私
も
全
力
を
つ
く
し
て
頑
張
る
覚

悟
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



(2)(3)

　2003 年確定申告人数と金額

（横軸は所得別階級、縦軸は分布割合）
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格
差
拡
大
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政
治
�
原
因

�

本
当
�
�
金
�
�
�
�
�

　
「
去
年
よ
り
多
額
の
税
金
が
請
求
さ

れ
て
い
る
。
間
違
い
で
は
な
い
か
」

　

今
年
の
春
、
何
人
か
の
高
齢
者
の
方

か
ら
悲
痛
な
声
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
春
か
ら
老
年
者
控
除
が
廃

止
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
政
府
は
財
政
危

機
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

庶
民
増
税
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

上
は
〇
三
年
に
確
定
申
告
を
し
た
約

七
〇
〇
万
人
の
所
得
ご
と
の
人
数
と
金

額
を
示
す
グ
ラ
フ
で
す
。
所
得
二
百
万

円
以
下(

給
与
だ
と
お
よ
そ
五
百
万
円

以
下)

は
人
数
で
27
％
を
占
め
て
い
る

の
に
、
金
額
で
は
全
体
の
7
％
、
一
方
、

高
額
所
得
者(

所
得
二
千
万
円
以
上)

の
人
数
は
、
全
体
の
た
っ
た
3
％
な
の

に
所
得
で
は
25
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

庶
民
の
所
得
が
目
減
り
し
て
い
る
中

で
、
こ
れ
だ
け
の
格
差
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

�

格
差
�
生
�
出
�
税
制

　

所
得
格
差
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
開
い
て

し
ま
っ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
高

額
所
得
者
を
優
遇
す
る
税
制
改
革
が
続

け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

一
九
七
〇
年
ま
で
の
税
制
は
、
高
額
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縮
�
�
�
�
社
会
保
障

増
�
�
負
担
�
縮
�
保
障

　

控
除
の
廃
止
で
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
料
も
引
き
上
げ
。
二
〇
〇
八
年

か
ら
は
、
七
十
〜
七
十
四
歳
の
医
療
費

自
己
負
担
額
が
増
や
さ
れ
、
七
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
が
個
人
加
入
す
る
医
療

保
険
が
新
設
さ
れ
ま
す
。（
原
則
と
し

て
加
入
者
全
員
が
保
険
料
を
支
払
う
）

　

リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
機
器
の
貸
出
は
制

限
さ
れ
、
病
院
の
療
養
ベ
ッ
ド
は
現
在

の
３
分
の
２
ま
で
減
ら
さ
れ
る
計
画
。

　

年
金
の
受
給
額
も
減
ら
さ
れ
『
最
低

限
度
の
生
活
』
を
保
障
す
る
生
活
保
護

も
、
保
護
費
の
基
準
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

�

障
�
�
者
�
�

　

盛
岡
に
も
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

子
ど
も
も
一
緒
に
保
育
す
る
学
童
や
、

障
が
い
者
の
就
労
を
増
や
し
て
い
る
作

業
所
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
同
じ
年

頃
の
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
時
間
を
持

つ
こ
と
や
就
労
の
た
め
の
訓
練
を
う
け

る
こ
と
は
障
が
い
者
の
権
利
で
あ
る
と

考
え
、
厳
し
い
運
営
な
が
ら
も
、
保
護

者
や
地
域
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
活
動
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
今
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

っ
て
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
タ
イ
ム
ケ
ア
給

付
が
な
く
な
る
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

割
が
自
己
負
担
に
な
り
作
業
所
に
来
ら

れ
な
く
な
る
な
ど
す
で
に
弊
害
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

�
共
存
�
�
�
�
�
政
治
�

�
金
持
�
�
官
僚
�
�
�

�
�
�
政
治
�
変
�
�
�

　

政
府
は
不
況
に
よ
る
財
政
不
足
や
少

子
高
齢
化
を
増
税
や
社
会
福
祉
切
り
捨

て
の
理
由
に
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
不
公

平
な
税
制
や
い
ま
だ
に
続
く
外
郭
団
体

へ
の
天
下
り
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
詭
弁

で
あ
る
の
は
一
目
瞭
然
。
ご
く
一
部
の

お
金
持
ち
と
官
僚
の
利
権
を
守
る
た
め

に
多
く
の
国
民
の
生
活
と
生
存
権
を
切

り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

障
が
い
が
あ
る
、
高
齢
で
あ
る
、
病

気
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
排
除
さ
れ
る

よ
う
な
社
会
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
、

そ
う
い
う
人
た
ち
こ
そ
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
日
本
に
変
え
て
い
き
た
い
と
私

は
思
い
ま
す
。

　

夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
政
治
が
あ
る
の
で
す
。

累
進
課
税
�
徹
底
�

行
政
改
革
�
断
行
�

　

税
金
の
取
り
方
を
変
え
れ
ば
、
財
政

再
建
を
進
め
な
が
ら
所
得
格
差
を
縮
小

し
、
個
人
消
費
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
株
取
引
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
る
分

離
課
税
を
廃
止
し
、
所
得
税
は
総
合
累

進
課
税
と
す
る
。

②
所
得
二
千
万
円
以
上
に
は
課
税
段
階

を
増
や
し
税
率
を
引
き
上
げ
る
。

　

同
時
に
、
官
僚
の
天
下
り
禁
止
、
人

件
費
削
減
、
事
業
の
見
直
し
、
特
殊
法

人
へ
の
補
助
金
全
廃
な
ど
を
行
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
累
進
課
税
の
徹
底
で
約
十
八
兆

円
の
増
収
、事
業
・
経
費
の
見
直
し
（
特

殊
法
人
を
含
む
）
で
経
費
を
30
％
削
減

す
れ
ば
、
財
政
再
建
で
き
ま
す
。

　

国
民
�
�
�
�
政
権
��

闘
�
市
政
�

　

前
述
の
よ
う
な
税
制
改
革
・
行
政
改

革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
政

権
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

07
年
は
選
挙
、
決
戦
の
年
。

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
し
て
、
国
民

の
利
益
を
第
一
に
考
え
る
政
権
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
参
院
選
で
の
与

野
党
逆
転
が
そ
の
第
一
歩
に
な
り
ま

す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
国
の
横
暴
と
闘
う

市
政
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
民
に
一
番
近
い
市
が
『
国
の
決

め
た
こ
と
だ
か
ら
、
致
し
方
な
い
』
と

い
う
姿
勢
で
は
、
今
切
り
捨
て
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
人
た
ち
を
守
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。　

市
長
は
不
公
平
税
制
・

福
祉
、
介
護
、
医
療
の
切
り
捨
て
に
対

し
異
を
唱
え
、
盛
岡
市
独
自
の
救
済
施

策
を
立
て
る
べ
き
で
す
。
私
た
ち
に
必

要
な
の
は
『
闘
う
市
長
』
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
協
力
�

　
『
ひ
も
つ
き
』
議
員
や
首
長
で
は
、

こ
の
改
革
は
な
し
と
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
選
挙
を
広
げ
、

会
派
「
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
増

や
し
、
参
院
選
勝
利
、
解
散
総
選
挙
へ

と
、
国
民
の
た
め
の
政
治
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
、
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年金受給額の減少

所
得
者
に
高
い
税
率
を
か
け
る
こ
と

で
、
格
差
を
小
さ
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
で
し
た
。
し
か
し
、
八
四
年
か

ら
政
府
は
所
得
税
の
考
え
方
を
大
き
く

変
え
ま
し
た
。
減
税
と
同
時
に
、
課
税

所
得
の
段
階
を
大
幅
に
減
ら
し
た
の
で

す
。
現
在
で
は
、
所
得
１
８
０
０
万
円

以
上
の
人
た
ち
の
税
率
は
全
て
同
じ
。

た
と
え
何
億
円
も
の
所
得
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、そ
の
税
率
は
全
て
37
％
で
す
。

『
金
持
ち
優
遇
』
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

加
え
て
、
グ

ラ
フ
の
よ
う
に

株
式
売
買
な
ど

の
譲
渡
税
も
大

幅
な
減
税
（
26

％
↓
10
％
）
を

し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
利
益
を
求
め
る
人
た
ち
が

株
式
投
機
に
群
が
り
、
結
果
ラ
イ
ブ
ド

ア
な
ど
の
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。

�

�
�
�
国
民
負
担

'04
年
・
配
偶
者
特
別
控
除
廃
止

'05
年
・
老
年
者
控
除
廃
止
・
公
的
年
金

　
　
　

控
除
の
縮
小
・
消
費
税
、
事
業

　
　
　

所
減
免
額
の
引
き
上
げ 

'06
年
・
定
率
減
税
縮
小
・
前
年
の
所
得

　
　
　

が
１
２
５
万
円
以
下
の
高
齢
者

　
　
　

の
住
民
税
を
'08
年
ま
で
段
階
的

　
　
　

に
引
上
げ

'07
年
・
定
率
減
税
の
廃
止
・
同
族
会
社

　
　
　

主
宰
者
の
役
員
報
酬
を
損
金
不

　
　
　

算
入
へ
・
フ
リ
ー
タ
ー
住
民
税

　
　
　

課
税
強
化


